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安
保
法
案
に
つ

い
て
首
相
は
「
国

民
の
理
解
は
進
ん

で
い
な
い
」
と
言

う
が
、
国
民
は
日

本
が
本
当
に
危
な

い
と
感
じ
て
い
る
か
ら
大
多
数
が

反
対
し
て
い
る
。
▼
首
相
は
有
事

と
平
時
を
混
在
さ
せ
て
話
を
ご
ま

か
す
。
友
達
が
危
な
い
と
き
に
は

守
る
と
言
う
が
、
そ
れ
は
ま
っ
た

く
違
う
次
元
で
あ
る
。有
事
下（
戦

争
）
に
お
け
る
友
達
（
同
盟
国
）

を
守
る（
集
団
的
自
衛
権
）は「
戦

争
に
参
加
」
で
あ
る
。「
戦
争
の

抑
止
力
」
と
言
う
ご
ま
か
し
で
は

な
く
、
自
衛
隊
員
は
血
を
流
し
戦

死
者
も
で
る
、
国
内
の
テ
ロ
の
危

険
も
増
す
と
ハ
ッ
キ
リ
言
い
、
そ

れ
で
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
、
国

民
を
納
得
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
。
▼
従
来
日
本
国
政
府
は
９

条
の
ぎ
り
ぎ
り
の
解
釈
と
し
て
、

相
手
か
ら
の
武
力
攻
撃
を
受
け
た

時
に
初
め
て
防
衛
力
を
行
使
す
る

と
定
義
し
て
き
た
。「
個
別
的
自

衛
権
と
専
守
防
衛
」
で
あ
る
。
今

回
の
手
法
は
明
ら
か
に
憲
法
違
反

で
あ
り
、
一
内
閣
の
閣
議
決
定
や

憲
法
解
釈
で
対
応
で
き
る
法
案
で

は
な
い
。
▼
軍
事
に
よ
る
対
立
や

抑
圧
は
、
憎
悪
や
混
乱
や
反
抗
を

増
幅
さ
せ
る
。「
テ
ロ
国
家
」
の

誕
生
や
テ
ロ
の
多
発
・
多
様
化
を

見
れ
ば
明
白
で
あ
る
。
▼
戦
後
日

本
は
軍
事
的
抑
止
力
で
は
な
く
、

民
生
と
し
て
の
平
和
外
交
・
経
済

協
力
に
よ
る
国
際
貢
献
の
道
を
歩

み
、
70
年
間
の
信
頼
を
築
い
て
き

た
。
▼
「
平
和
の
国
日
本
」
の
後

戻
り
を
許
し
て
は
な
ら
な
い
。

全 労 済 鹿 児 島 県 本 部
鹿児島県労働者共済生活協同組合

第６回代表者会議および第60回通常総代会を開催
　
「
鹿
児
島
県
労
済
生
協
第
60
回
通
常

総
代
会
」
な
ら
び
「
全
労
済
鹿
児
島
県

本
部
第
６
回
代
表
者
会
議
」
を
２
０
１

５
年
７
月
30
日
（
木
）
に
マ
リ
ン
パ
レ

ス
か
ご
し
ま
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、書
面
議
決
・
委
任
を
含
め
、

１
８
９
人
の
総
代
が
出
席
し
ま
し
た
。

肥
田
木
総
代
と
沖
田
総
代
を
議
長
団
に

選
出
後
、立
石
本
部
長
（
理
事
長
）
挨

拶
の
後
、２
０
１
４
年
度
統
合
事
業
報

告
お
よ
び
決
算
報
告
、２
０
１
５
年
度

統
合
事
業
計
画
お
よ
び
予
算
に
つ
い
て

審
議
し
、
各
議
案
と
も
満
場
一
致
で
承

認
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
役
員
改
選

が
行
わ
れ
、下
表
の
と
お
り
新
役
員
が

決
定
し
ま
し
た
。

　

議
案
内
容
に
つ
い
て
は
、
紙
面
４
・

５
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

立石本部長（理事長）

全
労
済
鹿
児
島
県
本
部

経
営
委
員
会

■
本
部
長

　
　

立
石　

博
文

■
専
務
執
行
役
員

　
　

梶
原　

健
児
（
新
任
）

■
経
営
委
員

　
　

榮
留　

道
夫

　
　

森
田　

周
一

　
　

畑
中　

和
広

　
　

新
内　

親
典

　
　

野
添　
　

誠

　
　

日
置　

正
一

　
　

倉
内　

公
介
（
新
任
）

　
　

白
石　

裕
治

　
　

岩
下　

卓
美

　
　

大
浦　

弘
美

　
　

五
反　

秋
吉

　
　

大
野　

道
治

　
　

石
田　

則
行

　
　

池
田　

裕
介
（
新
任
）

　
　

池
田　

耕
造
（
新
任
）

　
　

有
村　
　

剛（
新
任
）

　
　

外
薗　

典
明

　
　

三
浦　

辰
男
（
新
任
）

　
　

髙
田　

博
憲

　
　

坂
口　

和
俊
（
新
任
）

　
　

長
田　

恭
枝
（
新
任
）

　
　

山
田
た
ま
き
（
新
任
）

　
　

福
森　

茂
広

　
　

野
口　

祐
一

　
　

鮫
島　
　

剛

全労済鹿児島県本部の役員は、鹿児島県労働者共済生活協同組合の役員が兼務することとなっています。
※「本部長」→「理事長」　「専務執行役員」→「専務理事」　「経営委員」→「理事・監事」を兼務。

【
全
労
済
鹿
児
島
県
本
部  

立
石
本
部
長  

代
表
挨
拶
】

　

私
ど
も
鹿
児
島
県
労
済
生
協
は
本
年
３
月
に

55
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、協
力
団
体
・
組

合
員
の
皆
さ
ま
に
お
け
る
日
ご
ろ
の
取
り
組
み
に

敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

２
０
１
４
年
度
の
大
き
な
取
り
組
み
と
し
て
、

創
立
55
周
年
事
業
計
画
に
お
け
る
協
力
団
体
に

よ
る
重
点
共
済
の
推
進
、指
定
整
備
工
場
共
済
代

理
店
と
の
連
携
強
化
に
よ
る
自
賠
責
共
済
の
推

進
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、社
会
貢
献
と
し
て
奄

美
ぼ
う
さ
い
カ
フ
ェ
の
開
催
、鹿
児
島
市
社
会
福

祉
協
議
会
へ
の
寄
付
、組
合
員
還
元
「
音
楽
の
絵

本
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

県
本
部
事
業
実
績
は
増
加
率
で
全
国
４
位
と
な

り
ま
し
た
。と
り
わ
け
、自
賠
責
共
済
は
92
・
９
％

の
達
成
と
な
り
、来
る
60
周
年
に
向
け
て
大
き
な

実
績
を
お
さ
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
５
年
度
に
お
い
て
は
、プ
ラ
ス
実
績
へ
の

転
換
を
め
ざ
し
、具
体
的
取
り
組
み
と
し
て
、労
福

協
、連
合
と
連
携
し
た
「
労
働
者
福
祉
運
動
」
の

展
開
、「
協
力
団
体
表
彰
制
度
」
の
策
定
、セ
ッ
ト

共
済
の
基
礎
保
障
（
一
律
加
入
）
の
引
き
上
げ
、「
全

労
済
組
合
員
ア
ピ
ー
ル
運
動
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
全
労
済
が
組
合
員
の
生
活
防
衛
に
寄

与
で
き
る
事
業
体
と
し
て
、さ
ら
な
る
充
実
を
め

ざ
し
ま
す
。
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巧
み
な
連
携
で
「
う
そ
電
話
詐
欺
」
を
防
止
！

警
察
署
長
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
る

種
子
島
支
店

　

種
子
島
支
店
の
今
別
府
次

長
、
お
よ
び
和
泉
係
長
に
対
し

て
、
同
地
区
警
察
署
よ
り
、
７

月
23
日
（
木
）、
う
そ
電
話
詐

欺
の
被
害
を
未
然
に
防
い
だ
と

し
て
、
西
之
表
市
職
員
の
楫
田

氏
と
共
に
署
長
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
７
月
６
日
（
月
）

に
西
之
表
市
役
所
内
の
Ａ
Ｔ
Ｍ

前
で
携
帯
電
話
を
操
作
し
て
い

た
70
代
女
性
の
様
子
を
不
審
に

思
っ
た
楫
田
さ
ん
が
声
を
か
け

ま
し
た
。

　

事
情
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
市

役
所
職
員
と
名
の
る
男
性
か
ら

「
介
護
保
険
料
の
過
払
い
が
あ

り
、
還
付
金
の
振
い
込
み
手
続

き
を
す
る
の
で
ど
こ
の
銀
行
に

振
り
込
ん
だ
ら
い
い
で
す
か
」

と
言
わ
れ
、お
客
様
自
身
が「
労

金
の
口
座
に
振
り
込
ん
で
下
さ

い
」
と
回
答
し
た
と
こ
ろ
、「
西

之
表
市
役
所
に
労
金
の
Ａ
Ｔ

Ｍ
が
あ
る
の
で
、
そ
こ
に
行
っ

て
下
さ
い
。
労
金
の
職
員
か
ら

手
続
き
に
つ
い
て
連
絡
す
る
の

で
、
携
帯
番
号
を
教
え
て
下
さ

い
」
と
言
わ
れ
相
手
方
に
携

帯
番
号
を
伝
え
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー

ナ
ー
で
電
話
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
を
市
役
所
職
員
に
声
を
か
け

ら
れ
た
と
の
こ
と
。

　

話
を
聞
い
た
今
別
府
次
長
と

和
泉
係
長
は
振
り
込
め
詐
欺
の

可
能
性
が
高
い
と
判
断
し
、
今

別
府
次
長
が
警
察
へ
通
報
し
ま

し
た
。
直
後
、
警
察
の
事
情
聴

取
で
、「
振
り
込
め
詐
欺
」
で

あ
る
こ
と
が
判
明
。
お
客
様
は

年
金
受
給
者
で
、
労
金
を
年
金

受
け
取
り
機
関
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
、
即
座
に
市
役
所
職

員
が
支
店
へ
誘
導
さ
れ
た
機
転

と
、
対
応
し
た
２
名
の
職
員
の

適
切
な
判
断
で
、
振
り
込
め
詐

欺
を
未
然
に
防
止
す
る
事
が
で

き
ま
し
た
。

　

大
島
支
店
推
進
委
員
会
は
８

月
２
日
（
日
）、
奄
美
群
島
で

最
大
の
イ
ベ
ン
ト｢

奄
美
ま
つ

「
い
も
り
ん
し
ょ
れ
よ
ー
�
」

福
祉
事
業
団
体
が
連
携
、｢

奄
美
ま
つ
り
」
に
参
加
�

大
島
支
店
推
進
委
員
会

り
」
に
福
祉
事
業
団
体
で
あ
る

「
ろ
う
き
ん
」
と
「
全
労
済
」

が
連
携
し
、《
地
域
と
の
つ
な

が
り
を
よ
り
強
固
な
も
の
に
す

る
》
お
よ
び
《
社
会
貢
献
活
動

の
一
環
》
と
し
て
「
奄
美
市
制

10
周
年
記
念　

第
52
回
奄
美
ま

つ
り
パ
レ
ー
ド
２
部
（
踊
り

連
）」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
昨
年
に
引
き
続
き

２
回
目
の
参
加
と
な
り
、
会
員

や
そ
の
家
族
を
含
む
総
勢
53
名

で
、
途
中
休
憩
を
挟
み
な
が
ら

約
２
時
間
に
渡
り
、
奄
美
市
中

心
街
を
踊
り
な
が
ら
祭
り
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

　

踊
り
始
め
は
、
練
習
時
間
が

感謝状を贈られた和泉係長、今別府次長、楫田さん（左から）

短
か
っ
た
せ
い
か
、
な
か
な
か

う
ま
く
そ
ろ
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
時
間
が
た
つ
に
つ
れ
（
力

水
も
入
り
）
踊
り
連
が
一
体
と

な
っ
た
素
晴
ら
し
い
踊
り
で
観

客
か
ら
大
き
な
拍
手
と
歓
声
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
会
員
の
方
々

は
、
口
々
に
来
年
も
ま
た
ぜ
ひ

踊
り
ま
し
ょ
う
�
と
有
り
難
い

声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ

ん
も
「
奄
美
ま
つ
り
」
に
来
年

は
ぜ
ひ
、
夏
休
み
を
利
用
さ
れ

参
加
さ
れ
ま
せ
ん
か
？　
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グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
な

ら
び
に
第
31
回
定
期
総
会
を
７

月
23
日
（
木
）
に
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
当
日
は
、
断
続
的
に

小
雨
が
降
っ
た
り
止
ん
だ
り

す
る
下
、
10
チ
ー
ム
51
名
が
プ

レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。
優
勝

は
、
有
馬
文
雄
さ
ん
（
ス
コ
ア

37
打
）
が
、
準
優
勝
の
徳
富
徳

男
さ
ん
（
ス
コ
ア
37
打
）
を
僅

差
の
接
戦
で
制
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
ア
ピ
ア
２
階
会

議
室
に
場
所
を
移
し
、
第
31
回

定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
同
会
に
は
、
52
名
の
会
員

が
出
席
さ
れ
、
執
行
部
か
ら
提

案
す
る
全
て
の
議
案
が
満
場
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ろ
う
き
ん
友
の
会
が
Ｇ
Ｇ
大
会
お
よ
び
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
！

志
布
志
支
店
ろ
う
き
ん
友
の
会白熱したグラウンドゴルフの一場面

総
会
で
は
、
建
設
的
な
意
見
が

出
さ
れ
た

会員限定
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全
労
済
鹿
児
島
県
本
部
　
第
６
回
代
表
者
会
議

～
２
０
１
５
年
度
活
動
計
画
に
つ
い
て
～

報　告活
動
計
画
基
本
方
針

～
８
つ
の
取
り
組
み
課
題
～

１
．「
生
活
保
障
設
計
運
動
」
の
展
開
に

よ
る
協
力
団
体
・
組
合
員
と
の
一

体
感
の
醸
成

２
．
県
本
部
推
進
機
構
を
基
盤
と
し
た

労
済
運
動
の
発
展
と
共
済
事
業
の

拡
大

３
．
協
力
団
体
・
組
合
員
へ
の
適
切
な

保
障
の
提
供
に
向
け
た
提
案
活
動

の
強
化

４
．「
共
済
生
活
協
同
組
合
・
ぐ
り
ん
ぼ

う
」
の
認
知
度
向
上
に
向
け
た
取

り
組
み
強
化

５
．
連
合
、
労
福
協
、
労
働
金
庫
等
と
の

協
同
に
よ
る
労
働
者
福
祉
活
動
の

強
化

６
．
共
済
代
理
店
を
基
点
に
し
た
地
域

へ
の
保
障
の
提
供
、
事
業
基
盤
の

拡
大

７
．
大
規
模
災
害
等
に
備
え
た
各
種
対

策
の
強
化

８
．
契
約
者
保
護
・
経
営
の
健
全
性
、

社
会
的
責
任
・
役
割
を
重
視
し
た

事
業
活
動

　

第
６
回
代
表
者
会
議
の
中
で
全
労
済

鹿
児
島
創
立
55
周
年
事
業
計
画
表
彰
が

行
わ
れ
、
代
表
者
会
議
出
席
の
各
部
門

１
位
の
協
力
団
体
へ
立
石
本
部
長
よ
り

賞
状
と
副
賞
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

　

表
彰
の
対
象
共
済
は
、「
火
災
共
済
・

自
然
災
害
共
済
・
マ
イ
カ
ー
共
済
・
自

賠
責
共
済
」
と
し
て
、部
門
は
「
契
約
件

数
」
な
ら
び
に
「
組
織
人
員
に
対
す
る

契
約
件
数
の
契
約
率
」
の
２
部
門
と
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
表
彰
基
準
は
「
全
労
済
鹿
児

島
創
立
55
周
年
事
業
計
画
」
の
期
間
中

（
２
０
１
３
年
12
月
～
２
０
１
５
年
５

月
）
の
新
規
契
約
件
数
と
協
力
団
体
の

組
織
人
員
に
も
と
づ
い
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
５
年
度
に
お
い
て
も
協
力
団

体
の
表
彰
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、引

き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

全
労
済
鹿
児
島
創
立
55
周
年

事
業
計
画
表
彰

具
体
的
な
取
り
組
み

■
重
点
共
済
の
設
定

　

住
ま
い
る
（
新
火
災
・
新
自
然
災
害
）

共
済
、団
体
生
命
共
済
、マ
イ
カ
ー
共
済
、

自
賠
責
共
済
を
重
点
共
済
に
設
定
し
ま
す
。

■
労
働
者
福
祉
運
動
の
強
化

　

連
合
、労
福
協
、労
働
金
庫
等
と
の
会

議
の
定
着
化
を
は
か
り
、共
同
推
進
活
動

を
展
開
し
ま
す
。

■
指
定
整
備
工
場
と
の
連
携
強
化

　

指
定
整
備
工
場
と
協
力
団
体
の
「
入

庫
促
進
協
定
書
」
締
結
の
取
り
組
み
を

す
す
め
ま
す
。

■
全
労
済
組
合
員
ア
ピ
ー
ル
運
動

　

組
合
員
意
識
向
上
お
よ
び
組
合
員
の

利
便
性
の
向
上
を
め
ざ
し
て
全
労
済
組

合
員
ア
ピ
ー
ル
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

表彰された各部門１位の団体代表者

 

1位 鹿児島県建設技能者組合 1位 全日通労働組合鹿児島県支部
2位 鹿児島県職員労働組合 2位 鹿児島県土地改良事業団体連合会職組
3位 南国交通労働組合 3位 カクイ労働組合

1位 鹿児島県職員労働組合 1位 健児保育園職員互助会
2位 全日通労働組合鹿児島県支部 2位 宇検村職員組合
3位 鹿児島市職員労働組合 3位 南種子町職員組合

1位 私鉄鹿児島交通労働組合 1位 鹿児島空港リムジン労働組合
2位 ジャパンファーム労働組合大崎分会 2位 奄美信用組合共済会
3位 全農林労働組合九州地方本部鹿児島分会 3位 九州労働金庫労組　鹿児島支部
3位 全水道鹿児島水道労働組合

1位 出水市職員労働組合 1位 生和糖業労働組合
2位 奄美市職員労働組合 2位 富国製糖労働組合
3位 ＪＰ労組鹿児島連協 3位 ＪＲ九州ユニオン鹿児島地本

3位 曽於市職員組合

自賠責共済

件数の部 契約率の部

マイカー共済

件数の部 契約率の部

自然災害共済

件数の部 契約率の部

火災共済

件数の部 契約率の部

表彰団体一覧

〈敬称略〉
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２
０
１
５
年
全
労

済
地
域
貢
献
助
成
事

業
団
体
と
し
て
、
鹿

児
島
か
ら｢

特
定
非

営
利
活
動
法
人　

Ｒ

ｉ
ｎ
か
ご
し
ま｣

が

選
定
さ
れ
ま
し
た
。

第
６
回
代
表
者
会
議

の
中
で
贈
呈
式
を
行

い
ま
し
た

　

こ
の
度
全
労
済
鹿
児
島
県
本
部
代

表
者
会
議
お
よ
び
鹿
児
島
県
労
済
生

協
総
代
会
を
も
ち
ま
し
て
専
務
執
行

役
員
を
退
任
し
、
全
労
済
広
島
県
本

部
の
専
務
執
行
役
員
と
し
て
就
任
い

た
し
ま
し
た
。
鹿
児
島
県
本
部
在
任

中
は
、皆
さ
ま
方
に
支
え
て
い
た
だ
き
、

鹿
児
島
で
の
６
年
間
は
こ
れ
か
ら
の

仕
事
等
を
行
う
上
で
貴
重
な
経
験
と

な
り
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
感
謝
申

し
あ
げ
ま
す
。

　

今
後
と
も
全
労
済
鹿
児
島
県
本
部

に
対
す
る
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い

し
、お
礼
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

２
０
１
５
年
９
月
１
日
～
９
月
30

日
ま
で｢

全
国
統
一
店
舗
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン｣

を
実
施
し
ま
す
。

　

｢

今
の
保
障
で
問
題
な
い
の
か｣

｢

保

障
を
見
直
す
方
法
が
わ
か
ら
な
い｣

等
、

保
障
に
関
す
る
素
朴
な
疑
問
を
ぐ
り

ん
ぼ
う
店
舗
で
解
決
し
ま
せ
ん
か
？

　

｢

気
軽
に
・
何
で
も
・
何
度
で
も
相

談
で
き
る
『
親
切
で
頼
れ
る
店
舗
』｣

を
合
言
葉
に
、ぐ
り
ん
ぼ
う
鹿
児
島
・

鹿
屋
・
奄
美
の
ス
タ
ッ
フ
一
同
、心
よ

り
ご
来
店
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　ぐりんぼう店舗へご来店・住まいる共済をご成約いただいた方へは
粗品をご用意しています�　※1世帯さまにつき１点となります。

全
労
済
地
域
貢
献
助
成
事
業

団
体
の
贈
呈
式

人
事
異
動
の
報
告

転出

全
国
統
一
店
舗
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
し
ま
す
！

２
０
１
５
年
９
月
１
日
～
９
月
30
日

【１つでも該当する場合は、
　ぐりんぼう各店舗へご来店ください】
□保障内容がわからない。
□無駄な保障を見直したい。
□家族が増えた。
□新しい車を購入する予定。
□住宅の保障を充実したい。

住まいる共済ご成約の方へご来店者全員の方へ

ボックステッシュ クレラップ

防災手ぬぐい（ピットくんデザイン）

防災スマートボトル

エコバッグ（ピットくんデザイン）

お気軽に
お近くの店舗へ
お越しください

特定非営利活動法人　Ｒｉｎかごしま
代表  栄 己貴夫（右）

■岡　勝行
　　　全労済鹿児島県本部
　　　前専務執行役員
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臨床心理士　山藤奈穂子

　

Ｑ　
夏
の
疲
れ
が
取

れ
な
い
、
冷
房
で
体
が

だ
る
い
な
ど
、
体
の
不

調
を
回
復
さ
せ
る
方
法

は
あ
り
ま
す
か
？

　

Ａ　

健
康
は
あ
な
た

の
貴
重
な
財
産
で
す
。

財
産
に
つ
い
て
よ
く
調

べ
、
傾
向
を
知
り
、
予

防
し
ま
し
ょ
う
。
ベ
ス

ト
な
睡
眠
時
間
。
気

持
ち
よ
く
酔
え
て
、
二

日
酔
い
に
な
ら
な
い
酒

量
。
消
化
不
良
に
な
ら

な
い
食
事
の
質
と
量
。

エ
ア
コ
ン
の
温
度
設
定
。

疲
労
が
翌
日
に
残
ら
な

い
活
動
の
レ
ベ
ル
…
。

　

Ｑ　

で
も
、
休
日
と
か
暑
い
と
き

と
か
、「
ち
ょ
っ
と
く
ら
い
は
」
と

油
断
し
が
ち
で
す
。

　

Ａ　
「
食
べ
た
い
。
飲
み
た

い
。
遊
び
た
い
」
と
い
う
快
楽

を
求
め
る
脳
の
要
求
で
は
な

く
、
体
の
要
求
に
従
い
ま
し
ょ

う
。
体
調
不
良
は
、
体
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
。
体
は
、
夫
や
妻

よ
り
も
親
よ
り
も
、
あ
な
た
の

こ
と
を
大
切
に
思
っ
て
い
る
の

で
す
。
ち
ょ
っ
と
無
理
を
す
れ

ば
「
そ
れ
は
ダ
メ
」
と
サ
イ
ン

を
送
っ
て
く
れ
ま
す
。
サ
イ
ン

を
無
視
し
な
い
こ
と
で
す
。

　

Ｑ　

羽
目
を
は
ず
す
の
は
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
に
は
な
ら
な
い
の

で
し
ょ
う
か
？

　

Ａ　
体
に
負
担
を
与
え
る
よ

う
な
ら
逆
効
果
で
す
。例
え
ば
、

ド
ラ
ッ
グ
、
タ
バ
コ
、
ギ
ャ
ン

ブ
ル
、
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
、
脳

は
一
時
的
な
快
楽
の
た
め
に
致

死
性
の
あ
る
も
の
さ
え
求
め
ま

す
。
脳
で
は
な
く
、
体
が
心
地

よ
く
な
る
休
日
の
過
ご
し
方
を

し
ま
し
ょ
う
。
適
切
な
睡
眠
と

栄
養
を
と
り
、
暴
飲
暴
食
を
避

け
、
疲
労
を
溜
め
込
ま
な
い
範

囲
で
レ
ジ
ャ
ー
や
趣
味
を
楽
し

む
ひ
と
と
き
を
つ
く
り
ま
す
。

体
の
調
子
が
よ
く
な
れ
ば
、
考

え
方
も
前
向
き
に
な
り
ま
す
。

自
信
を
持
っ
て
仕
事
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自分の体の訴えを聞く（２）
夏の疲労回復

ニュース・
ワード

おにぎらず

ト
ン
カ
ツ
や
ハ
ン
バ
ー
グ
、
目
玉

焼
き
な
ど
を
具
と
し
て
包
ん
だ
り
、

タ
ー
メ
リ
ッ
ク
ラ
イ
ス
や
タ
コ
ラ
イ

ス
、
ビ
ビ
ン
バ
な
ど
を
の
り
で
包
ん

だ
り
と
、
い
ろ
ん
な
工
夫
が
で
き
る

の
も
特
徴
で
す
。

　
握
ら
な
い
お
に
ぎ
り
の
こ

と
で
す
。少
年
マ
ン
ガ『
ク
ッ

キ
ン
グ
パ
パ
』
に
20
年
以
上

前
に
登
場
し
た
も
の
が
、
昨

年
秋
ご
ろ
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
レ
シ
ピ
サ
イ
ト

で
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
正
方
形
に
近
い
「
全
型
」

の
焼
き
の
り
上
に
ご
飯
と
具

を
載
せ
、
四
隅
を
折
っ
て
包

む
だ
け
と
い
う
手
軽
さ
と
、

大
き
め
の
お
か
ず
を
包
め
る

こ
と
が
人
気
の
理
由
で
す
。

　
出
来
上
が
り
を
包
丁
で
半

分
に
切
る
と
中
の
具
が
見
え
る
た

め
、
お
に
ぎ
り
に
は
な
い
華
や
か
さ

が
あ
り
、行
楽
弁
当
に
も
な
り
ま
す
。

読
　
者

か
ら
の

声
　

193

　

６
５
５
号
１
面
の
噴
火
口
の
「
ラ

ジ
オ
体
操
」
の
記
事
、な
る
ほ
ど
と

思
い
ま
し
た
。
ラ
ジ
オ
体
操
の
第
１

と
第
２
を
２
つ
す
る
と
、
相
当
体
に

良
さ
そ
う
で
す
。
い
つ
も
し
て
い
る

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
ラ
ジ
オ
体
操
を
プ

ラ
ス
し
て
み
よ
う
か
な
…
。

（
出
水
市
・
女
性
）

　
「
労
働
者
福
祉
だ
よ
り
」
を
毎
月
楽

し
み
に
見
て
い
ま
す
。
全
労
済
も
創
立

55
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
そ
う
で
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
一
層
の
ご
活
躍
を

期
待
し
て
い
ま
す
。  （
霧
島
市
・
女
性
）

　

ち
ょ
っ
と
し
た
お
出
か
け
情
報
や
お

料
理
レ
シ
ピ
も
載
っ
て
い
る
と
嬉
し
い

で
す
♡　

老
眼
を
か
け
て
隅
々
ま
で
読

ん
で
い
ま
す
。　
　

  （
出
水
市
・
女
性
）

　

い
つ
も
お
世
話
に
な
り
ま
す
�　

買

い
物
の
つ
い
で
に
（
？
）
出
水
の
ろ
う

き
ん
を
利
用
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

６
５
５
号
６
面
の
＂
幸
せ
に
な
る
思
考

力
＂
を
読
み
、
深
呼
吸
を
し
ま
し
た
。

ス
ト
レ
ス
を
た
め
ず
、日
々
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。
ク
イ
ズ

は
ス
ト
レ
ス
解
消
で
す
。

（
水
俣
市
・
女
性
）

　

ク
イ
ズ
に
応
募
し
て
い
る
の
で
す

が
、
な
か
な
か
で
す
。
広
告
等
、
見

や
す
く
さ
れ
て
い
る
の
で
良
い
で
す
。

ま
た
、労
金
と
っ
て
も
良
い
で
す
。

（
鹿
児
島
市
・
女
性
）

　

毎
号
「
労
働
者
福
祉
だ
よ
り
」
を

読
ん
で
い
ま
す
。
私
も
「
ろ
う
き
ん

友
の
会
」
に
積
極
的
に
参
加
し
、多

く
の
方
と
交
流
で
き
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
本
紙
で
各

地
の
様
子
を
見
る
の
も
参
考
に
な
っ

て
い
ま
す
。
貧
富
の
格
差
が
広
が
る

中
、労
福
協
の
取
り
組
み
に
期
待
し

て
い
ま
す
。  （
南
さ
つ
ま
市
・
男
性
）
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「
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
為
に
」

北
薩
地
域
労
福
協

　

北
薩
地
域
労
福
協
主
催
（
連
合

北
薩
地
協
共
催
）
で
「
平
和
の
つ

ど
い
」
を
７
月
19
日
（
日
）、開
催

し
ま
し
た
。冒
頭
、中
谷
会
長
よ
り
、

喉
頭
ガ
ン
に
よ
り
声
帯
を
摘
出
さ

れ
て
い
る
事
を
含
め
て
、講
師
の
有

馬
す
す
む
氏
に
つ
い
て
紹
介
が
あ

り
、
戦
争
体
験
者
で
あ
る
講
師
が

実
際
に
、
陸
軍
航
空
通
信
隊
に
入

隊
し
て
か
ら
の
戦
争
の
様
子
や
８

月
15
日
敗
戦
後
の
出
来
事
な
ど
、

事
務
局
が
文
章
を
代
読
す
る
と
い

う
形
で
講
演
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

代
読
後
、講
師
よ
り
、終
戦
は
「
負

け
た
が
次
は
勝
つ
ぞ
�
」
で
あ
り
、

敗
戦
は
「
負
け
た
か
ら
も
う
二
度

と
戦
争
は
し
な
い
�
」
と
解
釈
し

て
い
る
の
で
、私
は
敗
戦
と
表
現
し

て
い
る
。
二
度
と
繰
り
返
し
て
は

な
ら
な
い
と
、
筆
談
で
訴
え
ら
れ
、

今
の
思
い
や
戦
争
関
連
の
本
に
つ

い
て
も
解
説
し
て
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
入
隊
時
に
も
ら
っ
た
貴
重

な
寄
せ
書
き
も
持
っ
て
き
て
頂
き
、

参
加
者
に
見
て
頂
き
ま
し
た
。
当

日
は
偶
然
に
も
有
馬
氏
の
89
歳
の

誕
生
日
で
あ
り
、
参
加
者
16
名
全

員
で
、
今
の
平
和
に
対
す
る
感
謝

の
思
い
と
、
二
度
と
戦
争
を
繰
り

返
し
て
は
な
ら
な
い
と
決
意
し
な

が
ら
、お
祝
い
し
ま
し
た
。終
了
後
、

連
合
の
平
和
検
定
を
実
施
し
、
最

後
に
講
師
を
交
え
た
昼
食
交
流
会

で
意
見
交
換
を
行
い
終
了
し
ま
し

た
。

　

姶
良
市
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

に
て
語
り
部
有
馬
昭
人
さ
ん
の
空

襲
体
験
を
聞
き
ま
し
た
。

　

有
馬
さ
ん
は
、
皆
さ
ん
も
戦
時

中
に
生
ま
れ
た
祖
父
母
の
話
で
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
で
あ
ろ
う
昭
和

20
年
８
月
11
日
、
太
平
洋
戦
争
の

「
敗
戦
」
宣
言
４
日
前
の
ア
メ
リ

カ
軍
爆
撃
機
に
よ
る
帖
佐
・
加
治

木
へ
の
空
襲
を
経
験
し
、
街
中
が

火
の
海
と
な
っ
た
時
の
体
験
を
１

０
０
枚
余
り
の
絵
に
描
い
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
語
り
伝
え
て

い
ま
す
。

　

当
日
は
、
２
０
０
名
を
超
え
る

戦
後
70
周
年
記
念
講
話
開
催

姶
良
伊
佐
地
域
労
福
協

方
々
に
参
集
い
た
だ
き
、
当
時
の

記
憶
を
思
い
出
し
た
方
、
は
じ
め

て
聞
い
た
方
な
ど
帰
り
に
は
絶
対

に
戦
争
を
し
て
は
い
け
な
い
と
言

う
声
が
あ
ち
こ
ち
か
ら
聞
こ
え
て

き
ま
し
た
。

南
さ
つ
ま
ブ
ロ
ッ
ク
交
流

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催

南
薩
地
域
労
福
協

　

交
流
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
７
月

10
日
（
金
）、
南
さ
つ
ま
市
加
世

田
の
ラ
イ
フ
イ
ン
ボ
ウ
ル
に
て
、

開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
構

成
員
相
互
の
交
流
と
親
睦
を
図

り
、
併
せ
て
労
働
者
福
祉
運
動
の

前
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

当
日
は
地
域
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
職

場
よ
り
41
名
の
参
加
を
い
た
だ

き
、
上
位
入
賞
者
に
は
景
品
も
用

意
さ
れ
、
優
勝
を
目
指
し
て
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
会
終
了
後
は
表
彰
式
を
兼
ね

た
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
普
段
な
か

な
か
ほ
か
の
職
場
の
方
と
交
流
を

図
る
機
会
の
な
い
中
で
、
参
加
者

同
士
が
お
互
い
の
親
睦
を
深
め
る

貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

日　時＝９月26日 （土）  14時より
場　所＝九州労働金庫鹿児島県本部（５階大ホール）
　・�講師をお招きしての基調講演を予定しております。多数のご

参加をおまちしております。
　　�セミナー開催後、九州ろうきん・全労済からお知らせがござ

います。

★次世代人材育成セミナー開催★
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〔
解
答
〕
は
必
ず
ハ
ガ
キ
で
、
住
所
、

名
前
、
職
場
名
、
郵
便
番
号
を
明
記

の
こ
と
。
１
人
１
通
に
限
り
ま
す
。

な
お
、
労
福
協
各
団
体
に
対
す
る
ご

意
見
な
ど
も
お
書
き
く
だ
さ
い
。
締

め
切
り
は
２
０
１
５
年
９
月
８
日
必

着
。
今
回
も
20
人
の
方
に
賞
品
を
進

呈
し
ま
す
。

〔
送
り
先
〕
〒
890
‐
00　
64
鹿
児
島
市

鴨
池
新
町
五
‐
七
‐
六
〇
三　

鹿
児

島
県
労
福
協
「
ク
イ
ズ
」
係

　

７
月
号
の
ク
イ
ズ
の
答
え

　

多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
応
募
総
数
は

61
通
で
、
59
通
が
正
解
で
し
た
。
厳

正
な
抽
選
の
結
果
、
下
記
の
20
人
が

当
選
さ
れ
ま
し
た
。

︿
解
き
方
﹀ 

イ
ラ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
二
重
ワ
ク
の
６
文

字
を
う
ま
く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

答え「ウミノイエ（海の家）」

―
―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―
―

１
　�
抜
き
足
、…
…
、忍
び
足

４
　�
こ
れ
を
や
っ
た
ら
両
成
敗
で

す

６
　�

今
年
９
月
に
あ
る
連
休
を

…
…
ウ
イ
ー
ク
と
言
い
ま
す

７
　�

ス
イ
ー
ト
ピ
ー
も
ア
カ
シ
ア

も
…
…
植
物
の
仲
間
で
す

９
　�

リ
ス
ク
が
高
い
こ
と
で
す

11
　�

最
近
の
映
画
館
は
こ
れ
が

い
い

12
　�

う
わ
さ
を
す
る
と
、差
す
も

の

13
　�

本
物
そ
っ
く
り
。
…
…
人

形

14
　�

忍
者
の
う
わ
さ
も
あ
る
俳

人

18
　�

有
名
人
、色
紙

19
　�「
ア
ダ
ム
の
り
ん
ご
」
と
は

…
…
仏
の
こ
と

21
　�

ロ
ー
レ
ラ
イ
で
有
名
な
…
…

川

22
　�

相
手
の
出
方
に
応
じ
て
態

度
を
変
え
交
渉
を
有
利
に

し
ま
す

―
―
タ
テ
の
カ
ギ
―
―

１
　�

秋
の
味
覚
の
代
表
で
す

２
　�

水
族
館
の
人
気
パ
フ
ォ
ー

マ
ー

３
　�

味
噌
も
あ
れ
ば
塩
も
あ
る

４
　�

ス
イ
ー
ツ
の
一
つ

５
　�

全
体
の
半
分
を
超
え
ま
し
た

８
　�

今
年
は
９
月
27
日
が
「
中

秋
の
…
…
」
で
す

10
　�
以
前
は
９
月
15
日
で
し
た

12
　�
…
…
幕
府
成
立
は
１
１
９

２
年
で
は
な
い
っ
て
、ホ
ン

ト
？

15
　�

最
近
の
厚
生
労
働
省
調
査

で
は
「
夫
の
立
会
い
が
半

分
以
上
」

16
　�「
…
…
返
し
」
は
２
０
１
３

年
秋
の
流
行
語
で
し
た

17
　�

ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
唱
え
た
…
…

論

20
　�

縄
文
、弥
生
と
言
え
ば
こ
れ

ク
イ
ズ
当
選
者
（
敬
称
略
）

　

大
迫　

拓
郎　
　

四
本
千
鶴
子

　

福
元　

健
也　
　

福
永　

朋
美

　

松
山　

和
聡　
　

平
松　

艶
子

　

佐
潟　

義
彦　
　

新
谷
富
士
子

　

窪
田　

一
彦　
　

井
神　

典
子

　

小
玉　

健
人　
　

増
田
百
合
香

　

永
吉　

孝
浩　
　

酒
井　

理
映

　

古
田　

利
清　
　

宮
崎　

菊
子

　

黒
田　

和
宏　
　

柳
原
真
衣
子

　

馬
場　

和
孝　
　

井
上　

詩
歩

九州労働金庫の定める保証機関保 証 機 関

県内の中小企業にお勤めの
方ならどなたでもご相談い
ただけます。

月・火・木・金曜　10：00～ 19：00
土曜・日曜　10：00～ 17：00
（水曜・祝日は休業）

http://kyusyu.roukin.or.jp
＊九州ろうきんホームページアドレス

＊全労済ホームページアドレス

＊労福協ホームページアドレス
http://www.zenrosai.coop

http://kagoshima-rofuku.jp/

1 0120ー２６２ー２５２
? 099ー２３９ー１３２０

別途保証料（年0.7％・年1.0％・年1.2％のいずれか）が必要となります。

勤労者ファミリー資金融資
金利が下がりました！

(旧)鹿児島県労働金庫 創立60周年記念講演会
ご 案 内

テーマ
「明治維新と産業革命」
　講師　原口　泉　氏
　　(鹿児島県立図書館館長、
　　　　　　　　志學館大学学長)

日時：平成27年９月５日（土）
　　　　９時30分受付　10時～11時30分
会場：鹿児島市民文化ホール　市民ホール
　　　　鹿児島市与次郎２丁目３番１号
対象：鹿児島県本部の会員・家族
　　　先着200名様　(入場無料)
　お申し込みは、鹿児島県本部業務推進課に電話、FAX
　　　　　　　　　　またはメールでお申し込みください。

TEL.099-225-2217　　FAX.099-224-5319
　　　　メールアドレス　kag_honbu@kyusyu‐rokin.jp
申し込み締め切りは８月28日（金）とさせていただきます。

ひとりで悩んでいませんか？
安心ネットが、あなたを応援します
まずはお気軽にお電話を!

安心ネットかごしま
鹿児島市鴨池新町５番７号 県労働者福祉会館 6Ｆ

連合鹿児島地域協議会内 

0120-307-830

安心ネット姶良伊佐
霧島市隼人町見次1089-1 ユーミー隼人ビル101

連合姶良伊佐地域協議会内

0120-783-022

■労働相談：月曜日～金曜日（祝日除く）
■介護相談：火曜日
■住宅なんでも相談：木曜日
■多重債務相談：火曜日・金曜日
　相談時間：午前10時～午後４時
　その他：休日、時間外のご相談は、別途対応します。
相談は無料。ただし、専門家に依頼する場合、別途費用が
かかる場合があります。


